
基本データ
有 効 成 分：バチルス アミロリクエファシエンス  AT-332株の生芽胞（5X109cfu/g）
性　　　状：類白色水和性粉末
その他成分：界面活性剤等
包　　　装：100g×10袋×4 ／ケース、500g×10袋 ／ケース

特　　　長
●	本剤は、植物の根圏土壌から分離した安全性の高い有用細菌（バチリス　アミロリクエファシエ

ンスAT-332株）を有効成分とする微生物農薬です。
●	野菜類・豆類（種実）・いも類のうどんこ病、灰色かび病に対し防除（予防）効果を発揮します。
●	汚れが少なく、収穫期にも安心して使えます。
●	発病前に散布することで、本剤の有効成分が作物体上に病原菌より先に住み着き、生息場所と栄

養分を先に占有することで、後から来る病原菌の感染を防ぎます。
●	薬剤耐性菌に対しても同様の予防効果があります。化学殺菌剤と体系を組み散布することで、薬

剤耐性菌の発達を抑えることができます。
●	薬剤抵抗性発達の可能性が低く、多くの化学薬剤と混用可能です。
●	マルハナバチ、ミツバチ、天敵昆虫に影響が少ない剤です。
●	使用回数に制限がなく、農薬成分としてカウントされませんので、特別栽培などに適しています。
●	常温で長期間の保存（有効期限3年）が可能です。
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適用病害虫の範囲及び使用方法

作物名 適　　用
病害虫名 希釈倍数 使用液量

（10a） 使用時期 使用回数 使用方法

バチルス アミロリク
エファシエンス
を含む農薬の
総使用回数

野菜類 うどんこ病
灰色かび病

1000～
2000倍

100～
300ℓ

発病前から
発病初期まで ー

散布
ー

にら
にら（花茎） 白斑葉枯病

なす
すすかび病

トマト
ミニトマト

1000倍

葉かび病

ピーマン
ししとう

甘長とうがらし
ハバネロ

黒枯病

しそ 斑点病

しょうが
葉しょうが 白星病

食用ゆり 葉枯病

きく 白さび病

ばら
うどんこ病

ホップ

200～
700ℓ

灰色かび病

おうとう
灰星病 1000～

2000倍もも
ネクタリン

たばこ うどんこ病 500～
1000倍

100～
180ℓ 収穫3日前まで 2回以内 2回以内

使用上の注意事項
●	本剤の有効成分は生菌であるので、散布液調製後はそのまま放置せず、できるだけ速やかに散布

してください。また、開封後は密封して保管し、できるだけ早く使い切って下さい。
●	本剤の所定量に少量の水を加えてかき混ぜ、その後所定量となるよう水を加え十分撹拌してから

散布して下さい。
●	本剤は吸湿すると固化したり、効果が低下したりすることがあるので、貯蔵に当たっては湿気に

注意し、特に使用残りの薬剤は密封して乾燥した冷暗所に貯蔵して下さい。
●	本剤は保護作用が強く予防効果が主体なので、発病前から発病初期に7～10日間隔で数回散布す

る。
●	おうとうに使用する場合は、着色期以降の散布は果実に汚れを生じるおそれがあるので注意して

下さい。
●	適用作物群に属する作物又はその新品種に使用する場合は、使用者の責任において事前に薬害の

有無を十分確認して下さい。使用方法を順守して下さい。特に初めて使用する場合は、病害虫防
除所等関係機関の指導を受けて下さい。



安全使用上の注意
●	眼に入らないように注意して下さい。眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当てを受け

て下さい。
●	皮ふに付着しないように注意して下さい。皮ふについた場合には直ちに石けんでよく洗い落して

下さい。
●	散布の際は農薬用マスク、手袋、不浸透性防除衣などを着用するとともに保護クリームを使用し

て下さい。作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼、うがいをするとともに衣服
を交換して下さい。

●	作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯して下さい。
●	かぶれやすい体質の人は作業に従事しないようにし、施用した作物等との接触を避け下さい。
●	夏期高温時の使用を避けて下さい。

貯蔵上の注意
●	直射日光を避け、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管して下さい。


